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今こそ、韓国に謝ろう　　　百田　尚樹（ひゃくた　なおき）　飛鳥新社

韓国と同じように台湾は、日本の植民地時代を経験した。台湾は、親日国の一つであり、たとえば、東日本大震災のときには、世界に先がけて救助隊を日本に派遣し、真っ先に１００億円以上の義えん金を日本に届けてくれた（私の記憶では、確か国民一人あたり6000円以上にも相当するとのことであった）。それに比較して韓国は、反日国家としていろいろな面で日本に対し問題提起を行ってきた。東日本大震災の時には、台湾と同じように義えん金を集めはしたものを反対の声が多かったとのことである。また、朴前大統領は、演説の際に植民地時代の日本の行為に対し1000年の恨みを持ち続けると述べたことは、非常に驚かされた。
最近では、慰安婦の問題、徴用工への賠償請求、対馬で韓国窃盗団が盗んだ仏像は、本来は、韓国にあったものだとして返還を拒否（裁判所）、などさまざまな問題がある。

そういった背景を知るうえでも一つのてがかりとして興味ある内容である。

1． 著者が良く事実を調べて書いている。非常に分かりやすく整理されて記述されていることに感心した。併合時代の韓国の状況と併合前・併合後今日にいたるまでの状況が比較され非常に良く分かる。タイトルの「韓国に謝ろう」というのは皮肉であると思っていたが、その意味するところは単なる皮肉ではなく、われわれほとんどの日本人が気が付かないところが指摘されている。
2.　この本は、いわゆる日帝時代と呼ばれる３５年間や、その前の時代に、日本が朝鮮半島で何をしてきたのかを細かく検証している。その中で、我々も韓国の人たちも、いろいろと勘違いをしていることがあって、それが原因で日韓関係が険悪になってしまっているものと思われる。お互いに正しい認識を持つのは良いことであるし、日本が反省すべき点が多々あるというのを、この本は教えてくれている。

3.　日韓併合時代に、日本は朝鮮半島に莫大な国家予算を投入して、
・４千以上の小学校を開校し、10％以下だった識字率を50％程にした。また校舎の多くはコンクリートやレンガ造りの立派なもので、当時の日本の校舎（多くは木造）よりも立派なものだった。
・小学校だけでなく、中学校、実業高校、帝国大学まで作った。京城帝国大学は、大阪帝国大学や名古屋帝国大学より先に作られた。
・禿山に植林をし、鉄道を作り、ダムを作り、頑丈な橋を作り、電気を通した。
・荒れ地を開墾し、農業や畜産業を指導し、わずか30年で人口が２倍に増え、平均寿命も24歳から42歳まで伸びた。
・農業生産を倍にしたが、工業生産をそれ以上に伸ばした。
・身分制度を撤廃し、幼児売買や人身売買も禁止させた。これにより、約３割いた奴婢（奴隷）は解放された。
しかし、百田氏は、それらは朝鮮人が望んだものではなく、彼らにしてみれば「有難迷惑なこと」でしかなく、日本はそのことで彼らに謝罪しなければならないと主張する。

4.　日本人は韓国が持っていた素晴らしい文化を「自分たちの価値観にあわない」という理由だけで奪った。乳だしチョゴリはもちろん。人間の便をなめて体調診断する「嘗糞（しょうふん）」。人糞を原料にした薬用酒「トンスル」もそうである。伝統的に韓国人は大腸菌などに対抗するために、便を有効活用し病気にならない強い体を作ってきた。それをすべて奪ったのは日本人である。排泄物にまみれたソウルをきれいにしたのは日本人である。しかし、韓国人はそれを望んだのであろうか？
5.　日本統治時代、当時の朝鮮にあった非常に厳しい身分制度をなくし、すべての人に人権を保証した。当時は両班（やんばん）というほんの一握りの貴族階級が好き放題にやっていて、近代社会の発展に大きな支障があったため、日本が改善した。でもそれは大きなお世話というもので、伝統や価値観を踏みにじった行為なので謝るべきだ…と著者はしている。この問題は、特権階級であった両班以外の、圧倒的大多数の人民には良い政策だったはず…と、思われる、でもこれは日本人の認識が間違っているようで、韓国では「先祖が両班である」と言う人が大多数だということである。

6.　韓国は平気で事後法を作る。また国際条約を守らない。
このように韓国人のモラルが低いのは日本人が教えてこなかったからだ、真に反省すべきなのは日本の方だと、百田氏は述べている。（昨年の慰安婦問題は、政府間で解決済みなのに）
7.　日本が戦前に進出し、その国の後の発展に寄与するインフラ等の整備をした、という意味では、台湾も似ているが、台湾国民は、韓国とは違い、概して日本に好意的な人が多い。正にその、日本の貢献を評価して、である。この台湾との対比において、韓国人は、被害者意識が過剰である、と言えなくはない。しかし、そのように、たとえ真実を述べているにしても、両国国民の、お互いへの悪感情を一層険悪にするだけであろう。
　

8.　国際社会では、我々日本人のような「沈黙は金なり」とか、「以心伝心」とかの美徳が通用しないのであって、彼らが日本との関わりの中で筋の通らない事を言ったりした場合は、「それは違う」と指摘しないと、声の大きい彼らの言い分が真実としてまかり通ってしまいかねない。　例えば、従軍慰安婦の問題についても強制連行の事実はない、慰安婦問題を声高に言い立てた吉田某は朝鮮出身者のなりすましであり、根拠薄弱である、とはっきり言わねばならない。それをしない限り、国際的には、彼らの言い分が「真実」としてまかり通ってしまう可能性がある。

　困った隣人だが、隣人である以上、遠い将来の関係改善も見据えて、当面は冷静に対応するのがよいと思う。
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